


























(1) a.  今朝、来たんだよ、直人が。（主語） 
b.  あいつが先に殴ったんだぞ、僕の妹を。（目的語） 
c.  本当に実験に成功したんです、この方法で。（付加詞） 
d.  入っていったんです、不審な男が、あのビルに。（複数要素の後置） 
e.  突然、大男が現れたんです、２メートルくらいの。（「の」格修飾句） 
f.  山田は馬鹿だよ、あいつは本当に。（元に戻せない後置要素） 









Foc(us)P はかき混ぜ句や WH 句など、焦点解釈を受ける要素を指定部に持つ範疇である。
そして、TP 主要部の T 位置で決まるのは不定形（[-finite]）であり、定形時制（[+finite]）
の決定は Fin(ite)P の仕事となる（三原 2015b）。3 
(2)  [ForceP … [TopP … [FocP … [FinP … [TP … [(NegP) … [vP … [VP … V] v] (Neg)] T[-finite]]  
Fin[+finite]] Foc] Top] Force] 




と呼ばれることが多い。本稿ではさらに、Belletti (2004)に倣って vP 部分も精密化する必
要があることを主張し、(3)のような「下周辺部（low periphery）」の構造化も併せて提案し
たい（(3)は TP 以下の構造を示している）。 
(3)  … [TopP … [FocP … [AspP … [VoiceP … [VP … V] Voice] Asp] Foc] Top] 
(3)は、CP が ForceP～FinP に分解されたのと同様に、vP が TopP～VoiceP に区分される
様子を示したものである。Asp(ect)P は「ている/てある/ておく」などのアスペクト要素を
主要部 Asp に持つ範疇、VoiceP は受身（られ）や使役（させ）などを主要部 Voice に擁す
る範疇である（ただし、AspP/VoiceP は本稿の内容とは直接的に連動しないので、本稿では
詳しく論じない）。また、下周辺部は、文タイプを決める仕事には関わらないので ForceP は
























(6) a.  付加文：重要度の低い要素を後置するタイプ 









(7) a.  付加文：24.85% 
b.  有標文：36.64% 











(8)-(10)のようになろう。それぞれの文例と共に示す（[    ]内は藤井 1991 の名称）。 












? ? (9)  弱焦点（Weak Focus）[有標文] 











    (10)  強焦点（Strong Focus） 
? ?       （藤森輝信）ニワトリは死んでしまうと血が抜けないから、ひねるのはよくない 
ってさ、逆さに吊るして首を切って血を抜いた。 
? ? ? ? ? （東）僕らは、先にひねってから、血を抜いて、熱湯につけて毛を抜く。 
? ? ? ? ? （藤森）あれはなかなか神秘的ですよね。ニワトリにお湯をかけると、毛がズル 
ッと取れる、歩いているニワトリでも。 












? ? １文分析 
? ? (11) a.  右方移動分析（Haraguchi 1973, Simon 1989） 
            [[ … ti … ] αi] 
? ? ? ? b.  かき混ぜ＋残余移動分析（黒木 2006） 
            [αi [ … ti … ]]  →? [ … ti … ]j [αi tj] 
        c.  基底生成分析（Soshi and Hagiwara 2004） 











? ? ２文分析 
? ? (12) a.  繰り返し＋削除分析（久野 1978, 井上 1978, Endo 1996） 
            [S … proi … ][S X αi  Y] 
        b.  かき混ぜ＋Sluicing 分析（Abe 1996, Tanaka 2001, 綿貫 2006, Takita 2011, 
Yamashita 2011） 

























(13)  談話主題 
     a.  君といつか行った居酒屋、魚が美味しかったよね。それで、もう一度行こう




         b.  A: 田中さんが新刊を出しましたよね。あの第３章の後半、剽窃じゃないのか? ?  
なあ。 
             B: ええ、実は私、[ e 出した]出版社に問い合わせたんです、あの本を。 
? ? (14)  弱焦点 
         a.  で、君は[ e 富山に行く]計画を立てたんですか、北陸新幹線で。 
         b.  彼は[ e 分かれた]恋人のことをまだ思っているようでしたか、親に猛反対さ
れて。 
? ? (15)  強焦点 
         a. *彼は、前から食べるものには気を遣っていましたけど、先日会ったら、[ e 気
をつけるようになった]きっかけについて話してくれましたよ、食べる量も。 





? (16) a.  談話主題＝基底生成：[[ … proi … ] αi] 
      b.  弱焦点＝基底生成：[[ … proi … ] αi] 
      c.  強焦点＝移動生成：[[ … ti … ] αi] 





? ? (17) a.  談話主題 
            [田中さんがあれを買った]店、どこだったかなあ、あのウサギの木彫りが付い? ?  
たストラップ。 
        b.  弱焦点 
            あの、あなたは知らないだろうけど、[あの人がこんなことばかりする]生活、
もうイヤなんです、競馬、競輪、ボート。 




? (18) a.  John said that a picture of Madonna was on sale yesterday. 






られる。これは、(18b)では a picture を修飾する前置詞句 of Madonna を移動しているのだ
が、RRC により従属節（[      ]部分）の右端にしか移動できず、その結果、前置詞句の前












(19) … [TopP … [FocP … [AspP … [VoiceP … [VP … V] Voice] Asp] Foc] Top] 
(19)は vP が TopP～VoiceP に区分される様子を示している。Asp(ect)P は「ている/てある/
ておく」などのアスペクト要素を主要部 Asp に持つ範疇、VoiceP は受身（られ）や使役（さ
せ）などを主要部 Voice に擁する範疇であった（AspP/VoiceP は本稿の内容とは連動しない
ので以下では省く）。5 
? (20)は強焦点を含む文の派生を示している。後に後置要素となるαは、VP 内から FocP 指
定部に移動し、αの痕跡を含む VP が残余移動によって FinP 指定部に移動する。他方(21)
は、談話主題及び弱焦点を含む文の派生方式を併せて示したものである。談話主題の場合、
TopP 指定部にαが基底生成され、ゼロ代名詞 pro を内包する VP が残余移動によって FinP
指定部に移動する。一方、弱焦点の場合、FocP 指定部にαが基底生成され、ゼロ代名詞を












(20)                               ForceP 
                                 3 
                            FinP          Force 
                         3 
                                  Fin’ 
                               3 
                            TP         Fin 
                        3 
                    FocP         T 
                 3 
                          Foc’ 
                       3 
                    VP         Foc 
   ? ? ? ?   ? ? 6 
?  ? ? ? ? ? ? ? … α … 
 
(21)                           ForceP 
                                 3 
                            FinP          Force 
                         3 
                                  Fin’ 
                               3 
                            TP         Fin 
                        3 
                 TopP/FocP       T 
                 3 
               αi       Top’/Foc’ 
                       3 
                    VP        Top/Foc 
   ? ? ? ? ? ? ? 6 
?  ? ? ? ? ? ? ? … proi … 
? さて次に、Tanaka (2001)が‘Gapless Right Dislocation’と呼んでいる後置文について述
べておくことにしよう。「無空所後置文」とは(22)のようなもので、後置要素が元あったと
思われる箇所に音形を伴う要素が生じている文である。 






同様に扱うことができよう。すなわち、「LGB を」(low) TopP の指定部に基底生成してお
き、「あの本を」を含む XP を残余移動することになる。6 XP からは何も摘出されていない
ので、ここで再び、「残余移動」と称するのは実を捉えていないことになるが、２頁前で書
いたように便宜上の名称としておこう。(23)で派生方法を示す。 
? ? (23)  … [TP [TopP LGB を [XP ジョンが [VP あの本を読んだよ]]]]。 
                              (remnant) movement 
 






? ? (24) a.  太郎は花子の言動を不審に思った。（認識動詞構文） 
        b.  太郎は花子を、思い切り右腕をつねった。（所有者上昇構文） 
ここにおいて、「を」格表示を取る「花子の言動を」「花子を」は、(low) TopP 指定部に生じ






? ? (25) a.  太郎はメジャーリーグのどこを応援しているの？? 太郎はレッドソックスを
応援している。でも、太郎はマリナーズも応援している。 












? ? (26) a.  授賞式会場で、哲也は美穂に花束をあげた。そして、誰にも分からないように、?  
こっそりと、ダイヤの指輪もあげた。 




すると、VP 内かき混ぜによって前置される要素αは、(27)での FocP 指定部に着地する可
能性が高いと思われる。 
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